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あらまし：ひとたぴ、モノが人々に認知されると、概して、その情報の集約が求められる。モノが増えると、その必要性はさ

らに増してゆく。明泊削tは前近代と比べて、多くのモノが見出され、情報伝達も格段に発達しtdl剖ヤであった大正、昭和

時代になると、さらに多くのモノが巷にあふれ、多くの人々がそれら吐耐報収集に躍起になったその結果、情報の集約は

加速を余倣なくされ、この時期に諸哨閉の勃興が促進されたといえよう。

とはいえ、諸学問が成立していく一方、集約されることなく、零れ落ちた情報も多々ある。たとえば、文化財閲座データベ

ースには、考古学や歴史学の見識をもとに、文化財の所在地や主な年代、指定を受けた年月日などは書かれているが、文

化財をめぐる人々の営みについては描かれていない。

そこで本稿では、時代によって変容する遺蹟として、近現代におけ叫稲木血戎公の遺蹟の変遷と梯伏を取り上げ、データ

ベースに新たな視点を取り入れることを提唱する。

Snmm町： Once, certain things are recognized by people, the concentration of information will be demanded. ff 

things increase, the neces&ty will further increase. The Meiji Era was a time when many things were discovered 

and the circulation of information also progressed markedly, compared with pre-modern times. When the Taisho 

and Showa Era came, many things were full of public and many people became all out to those information 

gathering. As a result, the concentration of information had to increase and it can be said that the sudden rise of 

learning was promoted at this time. 

Howev虹 therewas information which was not included, while other various learning mat.erialized. For 

example, although the location of cultural assets, the main a蕊， andthe dat.e that received specification are 

written in the database about cultural assets based on the opinion of archaeology or history, it is not recorded 

about the working of people involving cultural asseお．

So, in this papei; as le釦 eswhich change over time, the changes and the present condition of the legacies of the 

Masa~ 柚~Kusunokiin modem times are taken up, and it proposes taking a new viewpoint in a database. 
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1. はじめに

それゆえ、天皇制を推し進めようとする明治政府を

中心として、その時代の風潮のなかで、楠木正成に対

する再評価旅了われ、正成は「大楠公」および「楠公

さん」、息子の正行は「小楠公」と称された。また、い

わゆる「桜井の訣別」や「湊川の戦lといった楠公伝

承て如られる櫻井騨址（桜井駅跡）や剥,,神社を中心

に、各地で顕彰碑が盛んに建立され、多くの顕彰団体

が発足した。

南北朝時代の武将、楠木正成については、これまで

様々な文献で描かれており、その人物像には諸説ある。

とはいえ、 一肋的に、楠木正成ぱ後醍醐天皇のもとで

奇策を講じた武将として、また湊川の戦いで戦死する

まで、天皇に忠義を尽くした人物として知られている。

ー



そのような楠木正成の顕彰活動であるが、第二次世

界大戦後はGHQ施策の影孵を大きく受けたことで、

一転して衰退してしまう。やがて、公教育の場におい

ても、楠木正成が歴史上の重要人物として取り上げら

れることは、極めて少なくなった一方で、こうした

状況下でも、楠木正成の遺蹟を保存する人々が存在し

ていたが、残念なことに、彼らの活動はほとんど注目

されてこなかったのである。

事実、現存する楠公関連の神社仏閣では、かつて出

版された神社仏閣史および郷士資科から、当時の活動

の一端を垣間見ることが出来た一方、顕彰碑が建立さ

れるだけに留まった多くの場所においては、当時の顕

彰活動の全体像を伺うことは、極めて困難である。加

えて、面戎の生誕地とされ、楠公関連の遺蹟が点在す

る丸籾付千早赤阪村、および的戎と正行親子の「訣別

の地」と伝えられる丸切府三島郡島本町の二地域にお

いてさえも、そび穎彰活動はこれまで体系的に明らか

にされてこなかっfc.,

しかし、箪者が新たに発見した史資料および現地で

の聞き取り調査によって、当該地域における楠公顕彰

活動の規模の大きさが明らかになっtc.,そこで、まず

第2章では、上記の二地域を中心に、明治から戦前に

かけての楠公の遺蹟をめぐる人々の活動について検証

する。続く第3章では、同地域の戦後から現在にかけ

ての変容に加え、近畿の他地域における楠公遺蹟の保

存の具体例を提示することで、戦後、遺蹟の保存に携

わった人々の活動が、如何に多様化したかを見ていく。

第4章では、時代とともにその価値観を変容させる文

化財をデータベース化する際に、それらに付随する

人々の営みを考慮する意義について述べる。

2. 楠木正成公の遺蹟の変遷

一明治から戦前にかけて一

明治期の楠公顕彰活動は、 1868(明治元）年、湊川

の戦いの地とされる兵庫県神戸市に、楠木正成を主神

とする湊川神社創建の宣下があったことに始まる。次

いで、 1875(明治8)年には、正成の生誕地である大

阪府千早恭坂村で、顕彰碑「楠公誕生地碑」が建立さ

れ、さらにその翌年には、正成、正行親子の「訣別の

地」とされる丸切府島本町にも、顕彰碑「楠公訣児之

慮碑」が建立された。

加えて、正行が戦死したとされる四條啜には、「小楠

公之墓碑」が 1878(明治11)年に建立され、 1889(明
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治22)年には、正行を主神とする四條啜神社創建の宣

下があり、その翌年、四條畷神社が創建された3

(1)大阪府千早赤阪村

当地に「楠公誕生地碑」が建立されたのは1875(明

治 8)年であるが、それに先立ち、すでに文禄年間か

ら、河内の地方領主によって祠や神社が建立されてい

た。しかし、周囲の開墾によりそれらは荒発していっ

たというlo

そうしたなか、 1875(明治8)年2月には、大久保

利通が、四條畷や千早赤阪を狩猟のため2日間歴訪し

た。その際、こうしt~司材参状を嘆き、堺縣にその場

の保全と新たな石碑の建立を求めたという。結果、

1875 (明治8)年に「楠公誕生地碑」が建立された。

しかし、その6年前の 1869(明治2)年、堺縣知事

であった小河一敏が神祇官に対し、河内における楠氏

顕彰の建白書を提出した経緯があったという2。残念な

がら、堺縣知事の建白書は認可されなかったが、 6年

の時を経て、大久保和樋溌案の建白書によって、楠公

誕生地碑が建立された事実は、極めて重要である。

また、 1908(明治 41)年には、この石碑を含めた

一帯を保存していくために、「楠公誕生地保勝会」が発

足した3 この団体によって、新たな敷地の購入や玉垣

の設置、休息所などの諸施設や道路整備が行われたと

いう。加えて、注目すべきは、当団体の会長が、大久

醐随の三男の利武であったことである。

この団体の明確な運営時期は不明だが、 1918ぴ正

7)年には、新たに「楠公顕彰會」が発足し、千早城

跡に通じる橋および無料宿泊所の建設、道路整備など

が行われた3。当団体は、 1922(:kiE 11)年 7月 28

13に社団法人化し、本部を京都市上京区に、支部を当

地と東京巾芝区に設置し、鉗国規模の顕彰活動を行っ

たとされる。

昭和初期、「楠公誕生地碑」では、近隣学生が学校単

位で石碑を清掃するという奉仕活動が盛んに行われた。

また、楠公没後600年にあたる 1935⑱和10)年に

は周辺の楠公伝承地でも盛んに顕彰活動が行われた。

例えば、寄手塚・味方塚の前では「大楠公赤十字祭」

が行われるとともに、当時の村長がブスモス機に乗り

込み、ビラまきをしたという。また、徳島県の森下白

1大熊罹平 (1914)『大楠公奮忠事歴』楠公誕生地保勝会、 227
頁。
2尾上信太郎 (1938)『史蹟赤坂と千早』上田盛文堂、 64頁3

3靡翫古 (2002)「昭和9年i字ける建武中興関係史蹟の
指定について一大阪府を中心に一」＂辟翠ー大先生卒寿記念論

文集』、 149-167頁。
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石が中心となって、封国の老若男女に資金を募り、高

さ43尺の奉献塔（図3-5)を建立した4。さらに同年、

正成の戦場と伝えられる上赤坂城址（跡）や下赤坂城

址（跡）にも、有志によって顕彰碑が建立された。

なお上赤坂城址の顕彰碑は、その後戦禍が拡大した

ため、山頂に安置されることなく、地元住民によると、

1983年まて城下の二河原邊地区の消防署の横に置か

れたままになっていたという。

(2)大阪府三島郡島本町

正成と正行親子の「訣別の地」として知られる当地

には1876(明治9)年に、はじめて顕彰碑が建立され

た。この時建立された「楠公訣児之慮碑」はハリー・

パークスという英国公使による書である。この顕彰碑

が建立された背景は定かではないが、数十年後、老松

は枯れ、玉垣は倒れ、荒廃したという凡

その後の経緯に関しては、敷地内に設置された案内

板に、昭和初期に敷地の整備・拡張が行われたという

旨が記載されているのみで、詳しい経緯はこれまで明

らかにされていなかった。しかし、箪者の調査で、事

業に携わった有力者たちの書簡や文献等から、近現代

における櫻井騨址の整備・拡張事業は、明治末期と昭

和疇の二度にわたって行われたことが明らかになっ

た。ここでは、紙幅の都合上、それぞれの事業問岱乃

みを紹介する。

まず、明治末期に行われた第一回目の事業は 1910

（明治43)年に伊豆凡夫中将一家が、この地を訪問し、

顕彰碑とその周辺に建てられた玉垣の倒壊を目の当た

りにしたことがきっかけである互伊豆は、丸坂H報の

齊籐吊花や三島郡長をはじめ、迎葬墳井寸長に声をか

け、『丸坂毎日新聞』に下記の記事を掲載した）

櫻坦副牡環楠公父子訣別の史蹟たる三島郡櫻

井騨には僅かに一基の小碑あるのみにて夫さへ荒廃

に傾き國民教育上絶好の遺跡の年と共に次第に湮滅

に蹄せんとするより植場代儀士、吉住元策等の有志

は今回其の修興を企て高崎知事を総裁とし上方伯、

東久世伯、徳川伯及び仕友占ん＇門、藤田偲三郎氏

4 千早赤阪村史編さん委員会(1980)『千早赤阪村誌本文編』、

896頁。
5伊豆凡夫 (1936)「！卸乎大楠公櫻井繹祉建碑に就いて」、近

藤保雄『大楠公六百年祭記念護国の神大楠公』日本精神運動
社、 141-150頁。
6敷地内には10枚の案内板が設置されているが、敷地の拡

張・整備に関しては、「昭和に入ってからは、敷地の北と南に

拡張され」という記述のみである。
7 前爛5)と同様3

等厠酉地名咽社十九名を賑員として汎＜闘射を

募り宏壮なる忠孝の碑を建て附近を開拓すべしと

(1911 (明治44)年3月11日付）

ここで注目すべきは、当時の有力者を賛助員として

掲げ、さらなる寄付金を募った点である。その結果、

1911 (明治 44)年頃に、高崎知事を総裁とした「楠

公没子訣児之慮修興会」という顕彰団体が発足した。

その後、新たな石碑の建立と敷地の整備を目的に寄

附金を再度募集するが、事業は難航し、伊豆も定年退

役したことで、西品川に移住したという。しかし、伊

豆は陸軍のネットワークを用い、陸軍大将である乃木

希典に対し、現地の荊発や建碑の必要を説き、碑文の

螂を依頼しt~ 後日、 1912(明治45)年6月に、「楠

公父子訣別之所、陸軍大将乃木希典書」と揮嘔したが、

後H、修正分を持参したという80

その翌月、 7月 30日に明治天皇が崩御され、 9月

13日に、乃木将軍は天皇の死を悼み殉死した。乃木将

軍の死後、揮嘔のエピソードが広くメディアで取り上

げられたことにより、櫻井騨址が広く認知され始めた

ということである。

加えて、布附金が急激に増加し、同年、櫻井騨址に

「楠公父子訣別之所碑」が建立されるに伴い、敷地の

整備、拡張が行われるに至ったこの工事の際の、植

樹こ関する具体的なエピソードに関して

は、別稿に譲ることとする。

その後、この地は1921(*1E 10)年の3月3日に、

「国指定~責櫻井騨址」として指定された。また、

1928 (昭和3)年には、中川録太郎村長の呼び掛けで

「桜井楠公会」が発足した。当会は、地域の有力者が

役人となり、当地の保存、維持に努め、毎年 5月 16

日には楠公祭を開催したという。

楠公没後 600年にあたる 193501E廂 10)年には、

櫻井騨址においても、盛大な祭りが開催された。この

2年後の 1937(昭和 12)年の秋に、一瀬粂吉という

大阪の実業家が当地を訪れたことがきっかけで、第二

回目の整備、拡張事業が行われることになる。

第二回目の事業では、この地を「虚飾、俗化、遊園

地的二流ルルコトヲ避ケ寧口鈍重二傾クモ、史蹟ノ聖

地トシテ努メテ崇高」にすることが求められた凡その

結果、表2のように、敷地内に玉垣を含以碩彰碑が 12

8 前掲{5]と同羨

9不明 (1937)詐舷没子訣別之所桜井駅址修理拡張i埠tい
て』、 16頁。
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個も並び立つ、大史蹟公園となったのである。

島本町においては、千早赤阪村とは異なり、附近に

他の関連伝承地は点在していないため、ここ櫻井騨址

を中心に、顕彰碑の建立や団体の設立が相次いだとい

えよう。とはいえ、島本町においても、櫻井繹出射近

に青菓公園が開園され、その中央には大きな楠公の銅

像が台座の上に据えられ、町役場前にも楠公の銅像が

設置されたというから、この地の楠公熱も非常に高か

ったようである。

3. 楠木正成公の遺蹟の変遷

ー戦後から現在にかけて一

碑では、前章で取り上げた同地域の戦後から現在

にかけての変容に加え、近畿の他地域における楠仏哨i

蹟の保存の具体例を提示することで、遺蹟の保存に携

わった人々の営みが、戦後如何に多様化したかを見て

vヽ＜。

(1)大阪府千早赤阪村

戦後の 1950年代半ば、楠公顕彰会を設立する動き

が起こった。同時に、楠公にゆかりのある千早、赤阪、

東条の3地区が、合併へ向けた動きを見せ、これは住

民の6割の賛成を得るまでになっt.:oしかし、この合

併案は、様々な過程を経て、結局流れてしまった100 

当時を知る住民によると、それと同時に楠公顕彰会を

設立する動きも流れたという。とはいえ、戦後の混乱

の中で、たとえ一時期でも楠公関連の遺蹟を保存する

動きが登場し、それが地区合併案と結びついていた点

は注目に値するであろう。

やがて約20年の月日が流れ、 1974年 3月に、個人

の呼びかけで、千早赤阪村の森屋地区の有志約 30名

が東京へ赴き、 皇居前にある楠公銅像の清掃を行った

11。清掃から数日後、村役場から金一封と共に、千早

赤阪村を単位とした会の発足を打診されたという。そ

の結果、各地区の区長が住民に参加を呼び掛け、会員

を募り、同年 10月には、先の合併案で流れた楠公顕

彰会とは全く異なる組織である「千早赤阪村楠公史跡

10前掲{41と同様

11ある工場の経営者が関東で開かれた会議に血席した際、 皇
居外苑にも立ち寄ったという。しかし、目にしたのは、「威厳
のある楠公さんではなく、肩に段ボールのくずがたくさんの
った、なんとも嘆かわしい」姿であり、その姿が心に残った
同人物は後日、元近衛兵をはじめ、消防団や青年団に「銅像

の清掃に行きたい」と相談を持ちかけたそして、 1974年3
月に森屋地区の有志約30名弱が立ち上がり、 皇居の銅像の清
掃を行ったという。
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保存会」が発足した。

戦後における楠公脚墾◎叡貨保存に関する団体とし

ては、これに先立つ3年前に、隣の河内長野市にある

観心寺（図 3-12)において、「観心寺楠公会」が発足

しているが、この団体の発足経緯は、依然として戦前

色の濃いものであったという。その一方で、千早赤阪

村楠公史跡保存会は、戦前色から離れ、村という自治

単位を活用した点で、知助的存在であるといえよう。

千早赤阪村楠公史跡保存会発足の約2年後に創刊さ

れた会報には、 1) 荒廃しつつある史跡の保存•修理

復元、 2)定期的な史跡の清掃、 3) リクリエーション

親睦をかねての史跡めぐり、4)講演会及び研参会、5)

その他本会の目的達成のため必要なる事業という 5つ

の理念が掲げられた3

発足の翌年には、昭和初期につくられた奉献塔の整

備、その周辺における案内板やベンチの設置など、具

体的活動がなされた。また、同会の功績として、 1935

（昭和10)年に建立された上赤坂城址の顕彰碑移設が

挙げられる。この顕彰碑の移設は、戦後、急な山道の

ため一度中断を余儀なくされたが、同会の働きかけに

より、ヘリコプターが手配され、現在の場所まで移設

されたという。

1875 (明治8)年に建立された「楠公誕生地碑」に

関しては、千早赤阪村楠公史跡保存会が毎年5月に行

う楠公祭に合わせて、度々整備がなされていたが、

1986年の村制施行30年を記念して、村が 1000万円

を出資し、 「楠公廻回隣」の南隣に「千早赤阪村郷士

資料館」を設立した

その後の 1991年には NHK大河ドラマ『太平記』

の放送による影響で入館者数が急増したことに伴い、

近隣の楠公関連の遺蹟を案内する団体として、「千早赤

阪村郷土史友の会」が発足した。翌年 1992年には、

楠木正成関係の史跡等の維持・保存を永続的に行おう

という意識が高まり、1974年に発足した千早赤阪村楠

公剋捌糾苺も柑卦法人化した当団体の社団法人化

に伴い、現在、千早赤阪村郷上史友の会はその傘下と

して活動している。 1993年には、楠公涎生地碑の東側

に村の文化施設「くすのきホール」を、北側に車 70

台を収容できる駐車場を整備した）

1999年7月26日には楠公ゆかりの下赤坂城址（図

3-4)周辺が農林水産省により日本の棚田百選に選ばれ

たことで、千早赤阪村では棚田の補助金を元手に、東

屋等が設置された。

さらに2000年には、千早赤阪村が、約1800万円も

4
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の巨額を投じて、「産湯の井戸」（図3-2)を整備した)

「産湯の井戸」は、画戎が誕生し氾際に、産湯として

使用したと云われる場所であり、その旨の案内板も掲

げられている。しかし、この時期まで、「産湯の井戸」

は具仰的な顕彰活動の場として見出されておらず、言

い換えれば、戦後新しく見出された楠公脚座の遺蹟と

いえよう。

(2)大阪府三島郡島本町

近現代において、当地の櫻井繹址では二度の大規模

な敷地の整備・拡張が行われたことを第2章第2節で

明らかにしt;:.,

では戦後、広大な敷地をもった櫻井騨址はどうなっ

たのだろうか。結論から述べると、先に見てきた千早

赤阪村とは異なり、ここ櫻井騨址では楠公関連の遺蹟

の保存は進まなかったといえる。

そのたむ即梱村には草木が生い茂り、人の往来も高

齢者がゲートボール場として利用する程度であっf;:.,

戦後最初に行われた敷地内改変は、「楠公父子訣別之所

碑」前に安置されていた玉垣の撤去工事に過ぎない。

加えてこの事業も、当時の工事関係者日く、「あくまで、

子どもの安全を確保するため」という名目で行っただ

けであり、楠公関連の遺蹟の保存を目的としたもので

はなかった120

櫻井騨址を保存する試みが消極的である中、櫻井繹

址の北西を走る JR京都線に新駅設置案が浮上した》

それにより 1997年に櫻井郷址の北西部が新駅設置場

所として打診されたことで、櫻井郷址を含め周囲の整

備に関する検討が始まった。

実際、 2008年に整備工事が始まり、現在では、櫻井

勘 tの草柑諏り釦れ、避伝道も整備され、市民の

憩いの場となっている。休日には、個人や団体の観光

客が、時には、詢判団体が「ぜひ楠公さんの御前で披

露したい」と正装姿で訪れ、詩吟を奉納することもあ

るという。また、櫻井騨址前のJR島本駅が 2008年

に開業し氾際、「楠公歌の会」という湊川神社で活躍す

る団体が開業セレモニーに曲席し、「楠公の歌を奉納

するなど、他の楠公ゆかりの地との交流も行われた130

こうしたいわI卦薪ム燃の高まりを受けて、島本町で

は兼ねてから楠公閲唐引体の発足を願っていた住民を

12撤去された玉垣は、今も桜井公園駅の隅に安置されている。

13 2005年12月20日に、湊川神社の団体として正式に発足
した団体「楠公歌の会」は、湊JI牌社に限らず、千早赤阪村

ゃ、四条畷神社にまで足を運び、コーラス風にアレ
ンジした「楠公の歌jを奉納し、未来に受け継いでいこうと

している。

代表して、自由民主党に所属する一町会議員が発起人

となり、会の発足に動き出した14。その結果、ようや

く2010年 3月に「楠公父子の会」が発足した当会

の特徴としては、地元民を中心に組織された千早赤阪

村楠公剋卿甜会とは異なり、会員がより幅広いネッ

トワークを持っている点が挙げられよう150

(3)その他

樟では、千早赤坂村、三島郡島本町以外粉丘畿の

他地域における楠公遺蹟の保存の具体例を紹介する。

例えば、丸靭阻囮条畷市にある飯盛山山頂や往生院

にある正行銅像は、昔からある台座の上に、新たな石

像を安置するという形で、現在でも保存がなされてい

る16。その一方で、昔の石像に新たな台座を設けて安

置しているところもみられる。奈良県吉野市にある如

意輪寺（図 1-11)が、その例である。

当寺院は、四條畷の戦いに赴く際に、正行が今生の

別れの詩を扉に刻んだことで知られる寺で、宝物殿に

は楠木ゆかりの品々が展示されている。宝物殿の庭園

に安置されている楠公父子の石像は、如意輪寺の住職

の話によると、かつては西大寺の住職が戦後の闇市で

購入したものであるという。その後、長らく西大寺御

用達の植木屋に預けられていたが、植木屋の廃業が決

まり、西大寺の住職の元に戻ったという。

しかし最終的には、西大寺に安置場所がないため、

西大寺から如意輪寺~像の引取りが依頼されたとい

う。この石像の経緯を聞いた如意輪寺の住職は、 1991

年、宝物殿の庭園に新たに台座を設けて石像を安置し、

開眼法要を行ったという。また石像の隣には、「楠公の

歌」の一章節を刻んだ記念碑が合わせて建立された3

4. 楠公遺蹟の変遷と現状をデータベースヘ反

映させる意義

筆者が近劇週を中心に実地調査した限り、すべての

楠ノム\勅座の遺蹟で、途中~の断絶を経験したものの、

14会の発足に尽力した人物によると、呼ぴ掛けに賛同した
人々は、約1年をかけて結成趣意野会則の規定を行い、 会
員の知人む勇じて配布し、会員募集を諮ったという。
16 2011年10月現在で、会員数は64名に上る。
16第2章第2節の未尾で触れた、島本町内の青葉公園に設置
された大楠公銅像や町役湯前に据えられた楠公銅像は戦時中
に供出された， 青菓公園では残った台座の上に、楠公父子の

別れを模したコンクリートの像が安置されたが、風化がはや
く90年代には、像⑪頴の表情も全く分からなくなった偶然

この地を訪れた丸痴府岸和田市の某石材店主によってつくら
れた御影石の楠公父子の石像は2005年に島本町へ寄贈され

たという。その石像は現在、昔の台座の上に安置されている。
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戦後も何らかの形で人の手が加わっていることが明ら

かになった表2は、楠公関連の遺蹟の変容時期と変

容ペターンの棚略をまとめたものである。

本稿では紙福の都合上、全ての遺蹟を紹介すること

は出来ないが、戦後におけるすべての楠仏悽漣遺蹟の

変容パターンは以下の五点に大別される。

まず一点目は、「記念碑の移設」である。これまで本

稿では、戦前に建立された石碑に対して「顕彰碑」と

いう語句を使用してきたが、戦後における活動からは

「顕彰」という意味合いはほとんど見受けられない。

そこで、ここでば顕彰碑をはじめ、かつて建立された

輝や石像をあわせて、「記念碑」と呼称する。

記念碑の移設に関しては、兵庫県神戸市にある湊川

公園の大楠公銅像が知訥的なものとして挙げられる。

本銅像は住民の働きにより、戦痔中に供出されること

なく、戦後も公園の南側に設置されていたが、 1968

年から 1971年にかけて行われた公園の整備事業の一

環で南側から北側に移設された凡

つづく二点目としては、「新たな記念物の建立」が挙

げられる。戦後改めて建立された記念物の数は限られ

ているものの、その中にはNHK大河ドラマ『太平記』

放送で観光客が増えたことを機に、 ,j湘訟~を復活さ

せた往生院（図2-7)の事例などが含まれる。

三点目の遺蹟の変容パターンは、「敷地の再整備」で

ある。これに関しては、先に千早赤阪村の楠公誕生地

碑や櫻井蒻址について述べた通りで、戦後の変容の規

模ではこの二者に勝る動きはみられない。

上記以外の一例として、富田林市の楠母神社跡（図

3-11)が挙げられる。この地は、もともと楠公ゆかり

の地であったが、狛犬や鳥居が倒れ、その境内は荒廃

してしまったこの地に桜を植樹し、桜の名勝地にし

ようとする動きが、地域住民を中心として 2000年か

ら始まっている。これは未だ小規模な活動であるが、

近年新たな文脈の中で、かつての顕彰地を位置づける

という試みは、注目されるべき戦後の楠公脚胆獣責の

変容の一つといえよう。

遺蹟の変容パターンの四点目は、「新たな団体の発足」

である。そして、最後の五点目は、変容パターンの一

点目から四点目のように、目立った遺蹟の変容は見ら

れないものの、附近での案内板の設置など、小さな変

化がみられた事例を「その他」と位置づけた。

注目すべきは、四点目の「新たな団体の発足」を経

17現在の公園管理担当、神戸中部建設事務所の証言による。

岡本：近現代における楠木正成公の遺蹟の変遷と現状

験した楠公関連遺蹟は、少なくとも一点目から三点目

のいずれかの変容パターンを、同時に含んでいる点で

ある。上記に該当する楠公関連遺蹟は計五つあるが、

団体の発足が記念碑の移設や新設、附近の遺蹟の再整

備に先立つ場合もあれば、その逆の場合もある。

すなわち、一見、法則性があると思われる事例も、

実に多様である。しかし、少なくとも、先口取り上げ

た新たな団体の発足地は、楠公の伝承地としてかつて

信憑性が高いと思われていた場所に集中していること

を指摘できる。

しかしながら、遺蹟を集め氾既存のデータベースに

は、所在地、発見年、指定年月日や指定基準など必要

最低限q叡勅ゞ記載されているに過ぎない。そこで筆

者は既存のデータベースに組み込まれる情報の他に、

それぞれの士地がどのような伝承や語りを有している

かを反映させることが不可欠であると考える。

加えて、単なる歴史的事項の確認に留まるのではな

く、より幅広い視野で、遺蹟とその活動実態を明らか

にしなければならない。そのためには、それぞれの場

所における人々の営みを可能な限りデータベースに反

映させる必要があるのではないだろうか。

これまで、遺蹟をはじめとした文化財は、考古学者

や歴史学者を中心に取り上げられてきた。しかし、今

後の遺蹟研究は、当該地域の伝承や語り、その変化な

ど多様な内容を組み込むことで、民俗学者にもより大

きく注目されるのではないだろうか。また、そうした

伝承や語りが、どのような過程を経て広まったかに関

して、参考となるテキスト文献をデータベース内で提

示することで、 国文学者も積裾的に遺蹟に目を向ける

のではないだろうか。既存のデータベースに、筆者が

指摘した様々な情報を組み込むことで、諸学問間の融

合および更なる発展が期待できるであろう。

5. おわりに

今回は楠公関連の具知的な遺蹟を取り上げ、既存の

遺蹟関連のデータベースに更なる情報を取り入れる必

要性を提言した。時代を超えて、また多様な形で保存

される楠公関連遺蹟の場合、データベースに更なる情

報を組み込むことで、研究分野の裾野が広がると考え

る。そうして、異なる分野び泥梵昔が協力し、遺蹟に

まつわる様々な実態が解明されれば、文化財を通じて、

時代毎の差異や時代との繋がり、各時代の再検討も可

能であり、研究がさらに深化するであろう。
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最後に、楠公研究の今後の進展のために、一つの方

疇を示しておきたい。それは、田胡見子が千早恭坂

村から櫻井騨址へ至る道のりと、櫻井騨址で子別れを

したとされる珀勅溝訓の戦いで戦死するまでの行動

を歴史的に考察することである。この時代の研究は、

今現在大きな進展を見せていないが、彼の生前の活動

に関する史実が明らかになれば、これからの保ff{蹟h

に役立てることが可能であるだろう。加えて、保伊舌

動の機運が高まれば、先に述べたデータベースに様々

な情報を組み込むことに対する人々の意識も高まって

いき、相乗効果が得られるであろうと筆者は考える。

す註およひ滲考文献は、各ページを参照のこと。
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岡本：近現代における楠木正成公の遺蹟の変遷と現状

表 1 櫻井騨址における石碑一覧

碑文 石碑の形態 I 
石碑名 建立年

表面 裏面と側面
建立者

形状 大きさ

l楠公訣児之慮碑 1876 (明治9) 「楠公訣児之慮」 パークス作の英文 （不明） 石板 中

I 2 忠義貰乾坤碑 1894 (明治27)
「忠義貰乾坤碑」

発起人の氏名と出身地 有志 石板 小
1 

i寄付金額と氏名・出身地 I 

I 3 大隈頂信候手植之松碑 1911 (明治44) 「大隈重信候手植之松」 X 個人 石柱 小

I 4 楠公父子訣別之所碑 1912 (大正元） 「楠公父子訣別之所」 細川潤次郎の撰文 （不明） 石板
大（高さ4.5m,幅

1. 8m厚さ0.75m) 

I s 閑院宮殿下御手植之楠碑 1913 (大正2) 「閑院宮殿下御手植之楠」 X 個人 石柱 小

6御下賜金壱封宮内庁碑 1913 (大正2) 「御下賜金登封宮内省」 X （不明） 石柱 小

各I 7 苑内千弐百坪碑 1913 (大正2) 奉納苑内登煎百坪個人名 X 個人 石柱 小

8史蹟櫻井騨址碑 1921 (大正10) 「櫻井騨址J 史跡指定日 （不明） 石柱 中

I 9 明治天皇御製碑 1931 (昭和6) 明治天皇作の和歌
「七生報国」

個人 石板
大（高さ5.2m,幅

頼山陽翁過桜井繹詩 2.lm厘さ0.25m)

! 10 楠公六百年祭記念石碑 1935 (昭和10) 「楠公六百年祭記念」 寄贈者名と住所 個人 石柱 小

I 11 奉納玉垣請願者碑 1935 (昭和10) 奉納玉垣哲願者名 櫻井楠公會 団体 石柱 小 I 

i 12 櫻井騨址碑 1941 (昭和16)
「史蹟櫻井繹趾（楠正成偲

史跡指定日 （不明） 石柱 中 I 承地） l 

表 2 戦後における遺蹟の変容時期と変容パターンの概略

I I 楠公関連の遺籟 変容時期
遺殿の変容パクーン概略

備考
1)記念欝の移設 2)眉たな記念物の建立 3)殷抱の再整偏 ~)新たな団体の発足5)その他

l会下山公園 （詳絹年不用）

゜
屈1-1

I 2 榛JII公園 1968-1975年

゜
屈1-2

3巖厳寺（楠寺） 2009年

゜ ゜
屈1-3

4湊）II神社 2006年

゜ ゜
屈1-4

5大楠公霰址砕 2008年煩 。 屈1-5

6櫻井＂址 2005-201眸 0 (2009年） 0 (2005年） 0 (200碑） 0 (201眸） 屈1-6
, 7 正行寺 1974年

゜
因1-7

I s 徳巌寺 2003年

゜
屈1-8

＂楠公義霰之碑 2009年

゜
図1-9

i 10 楠正長史跡公園 2004年

゜
図1-10

I 11 如意翰寺 1991年

゜
図1-11

I 12 ,j捕公墓胞 （詳絹年不用）

゜
屈2-1

13阻条巖神社 2005年

゜ ゜
図2-2

14飯盛山山頂 1972年

゜
図2-3

i 15 楠木正行の首塚 （詳絹年不明）

゜
屈2-4

I 16 枚岡神社 （詳績年不朋）

゜
囮2-5

I 17 霊光院 1958年

゜
図2-6

18往生院 1991年

゜
屈2-7

19 寄手塚• 味方塚 （詳繍年不用）

゜
屈3-1

20産湯の井戸 200呻

゜
國3-2

21 楠公誕生地 1974-2005年 0 (2005年） 0 (1993年） 0 (1974年） 屈3-3

221下赤坂城址 2003年

゜
屈3-4

I 23 海曲搭 1975-7碑

゜
屈3-5

24建水分神社 （詳繍年不明）

゜
屈3-6

25上赤坂城址 1983年

゜
屈3-7

I 26 千阜城址 （詳繕年不閉）

゜
図3-8

27楠木正艤之墓 （詳繍年不用）

゜
因3-9

: 28 楠計廊 1963年

゜
屈3-10

i 29 楠栂神社址 201眸

゜
図3-11

I 30 観心寺 1971年

゜ ゜
図3-12
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